
神奈川県産の鶏肉を！ ～かながわ肉用鶏作出の取り組みについて～ 
 

【取り組みの経緯】 
本県では生乳、豚肉、牛肉、鶏卵といった畜産物が生産されています。鶏肉については、過去に肉用

鶏の規模飼養農家がありましたが、現在は飼養農家はありません。 
 地産地消の動きが高まる中で、神奈川県産の鶏肉を購入したいという声が県民の皆様やホテル・飲食

店などから聞かれるようになりました。また、養鶏生産者団体からの「本県独自の肉用鶏が欲しい」と

いう要望を受けて、当所では肉用鶏の作出に取り組んできました。 
 また、今年６月には「かながわ肉用鶏推進委員会」が設置され、肉用鶏のブランド化を推進していく

こととなりました。 
 
【肉用種作出にむけた組合せ】 
全国で様々な地鶏、銘柄鶏が生産されていま

すが、その多くが、地域由来の在来種を交配し

て作出されています。 
本県には地域由来の在来種がないため、独立

行政法人家畜改良センターが保有する国産鶏種

を組合せて、検討を重ねてきました。 
様々な組合せを検討した結果、平成二十五年

度に実施した二つの組合せが本県の肉用鶏の候

補となりました。 
 増体に優れるシャモ 833 系統、もしくは横斑
プリマスロック 88 系統の雄を岡崎おうはんの雌
に掛け合わせた組合せです（図１）。 
 シャモ 833 系統、横斑プリマスロック 88 系統は家畜改良センター兵庫牧場で作出された肉用種、岡
崎おうはんは、家畜改良センター岡崎牧場が、横斑プリマスロック XS 系統とロードアイランドレッド
YC系統を交配して育種改良した卵肉兼用種です。 
 
【ケージ飼い、平飼いでの発育成績】 
 シャモ 833 系統×岡崎おうはん（以下、833×
XSYC）、横斑プリマスロック 88 系統×岡崎おう
はん（以下、88×XSYC）を平成二十五年度は採
卵鶏用の育成ケージ（以下ケージ飼い区）で、平

成二十六年度は平飼い（以下平飼い区）で飼養し

ましたので、発育成績についてご報告します。 
 飼養方法、給与飼料は表１、２のとおりです。

飼料は採卵鶏育すう用を給与しました。 
ケージ飼い区は９７日で、平飼い区は９６日で



雄雌を出荷し、各区とも１１０日で雌を出荷しま

した。出荷時の体重は、雄３．１～３．２ｋｇ、

雌９７日・９６日で２．１～２．２ｋｇ、１１０

日で２．３～２．４ｋｇでケージ飼い、平飼いと

もほぼ同等に発育しました（表３）。 
各区、出荷日齢毎の飼料摂取量と飼料要求率を

表４に示しました。飼料要求率は平飼い区の方が

高い傾向がありました。 
  

 
 

 
 
【産肉・肉質調査】 
 組合せ間における産肉性や肉質の差を検討する

ため、平飼い区で 833×XSYC、88×XSYC 各５羽
の産肉．肉質調査を実施しました。 
産肉調査では、ムネ、モモ、ササミの合計の正

肉重量、正肉歩留を調べました。いずれも 833×
XSYC の方が高い傾向がありましたが、有意な差
は認められませんでした(表５)。 

 
肉質調査では、肉色、肉を加熱した際に失われ

る水分を示す加熱損失、肉の柔らかさを示す指標

である剪断力価を調査しました。９６日出荷の雌

で 88×XSYC の剪断力価が有意に低かった以外は
組合せ間に有意な差は認められませんでした(表６、７)。 
 
 



  
【官能評価】 
平飼い区で、９６日齢で出荷した雄の皮なし

ムネ肉を用いて官能評価を実施しました。 
パネルは当所職員で男性３０名、女性９名の

合計３９名でした。 
スチームコンベクションで調理し、１サンプ

ル１０ｇを目安に手で裂いて供試しました。評

価項目は「香り」「味」「歯ごたえ」「ジュー

シーさ」とし、好ましいと思うものを選択して

もらいました。試料は２点試験法で２回提示し、

２回の結果を集計しました。 
その結果、ジューシーさで 88×XSYC が有意

に多くのパネルに嗜好されました（表８）。 
 
【まとめ】 
以上の結果から本県の肉用鶏候補の二つの組合せ 833×XSYC、88×XSYC の間には発育成鶏、産肉

性、肉質において、大きな差は認められませんでした。 
官能評価では、雄の皮なしムネ肉において、88×XSYC がジューシーであるという結果になりました。 

  
【今後にむけて】 
今後、「かながわ肉用鶏推進委員会」において、鶏種、名称、コンセプト等を検討していくことにな

ります。 
当所では、飼養管理、飼料などを検討し、かながわ肉用鶏の振興に寄与していきたいと思います。 
 


